
 

 

 

 

 

 

 

あすなろ動物病院版・成犬の予防接種（ワクチン）アルゴリズム 

パラインフルエンザ 

・子犬で必要性高い 

・抗体価評価は無意味 

レプトスピラ 

・神奈川県内の発生は稀 

・型不一致で予防効果なし 

抗体価検査 

・コア感染症の評価 

・不必要なワクチン↓ 

＝副作用のリスク↓ 

抗体価検査結果 

・有効抗体価の 4倍以上 

 ＝少なくとも今後 1年

間は有効 

ジステンパー 

パルボ 

アデノ（I型/Ⅱ型） 

コアワクチン 

パルボ 

アデノ（I型、Ⅱ

型） 

ノンコアワクチン（流行、地域により選択） 

パルボ 

アデノ（I型、Ⅱ型） 

当院の推奨 

5 種ワクチン 

接種なし 

7 種ワクチン 

5 種ワクチン 

7 種ワクチン 

必要 

＝年１回の接種必要 

要らない 

必要 

必要 

（重要感染症） 

重視しない 

＝必ずしも年１回の

接種は必要なし 

要らない 

＝必ずしも年１回 

  の接種は必要なし 

 

必要 

＝年１回の接種必要 

要らない 

検査する 

要らない 

十分 

不十分 

不十分 

十分 

 

抗体価検査は不要ですので、１年に１回

の追加接種を心がけましょう 

検査する 

 

5 種ワクチン 

レプトスピラワクチン 

7 種ワクチン 

※十分な抗体価を得るには、子犬時の複数回（最終は 16 週齢過ぎ）の接種と 1歳時の追加接種が必要と考えられています。 

※パラインフルエンザは成犬に感染しても重症化しないため、成犬でのワクチンの必要性は高くありません。 

※レプトスピラの神奈川県内での発生はまれで、ワクチンの型と病原が一致しないこともあり、この地域での必要性は低いです。 

必要なワクチン種類 

2 歳以上 


